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15 15．7，　1 霊亀　1．7．1 ○
16 12．1
17 　1910．1
泄�@L　3．1
7
　2．11．1
{老1．11，1
37
35 9．8．1
P0．7．1
巻 年月　日
実
、
36 18
，　3．　8．　1
S．12．137 延　　　2．11．1 ○
3 19 8．1α　1
39 20
21
40
8．　1．1
P0．6．1
○
○ 22 宝字3．3．1
23
4．　7，　1
T．　7．1 ○
24 6．　1．　2 ○
26 護　1，10．1 ×
2．10．1
28 景雲　L　3．1
　　　　　　9
nに　　示二も
?ｻ下す例日
繧ﾌ段㈲の食
ﾌ影図　゜みが
ｻをA　　で生
ﾌ落に　　あじ
eとお　　るな
Pこしい　　　゜か
ﾈてて　　以　つ
ﾂい　’　　上た
aたる月　　をの
n　゜が　　表は
謫咊n　　に残・で食球　　し　り
ｽ生は上　　ての
29
2．　3．　1
@8．1
○
30 　　3．8．1
�T　L　8．1
○
31 2．12．1
32 3，6．　1
S．6．　1 ○
33 6．10．1
34 7．4．　1
W．2．30
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
る
。
月
は
地
球
上
の
一
部
に
し
か
影
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
、
日
食
の
生
じ
る
地
域
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
　
こ
れ
に
対
し
、
月
食
は
下
段
図
B
の
よ
う
に
、
地
球
の
影
が
月
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
球
上
の
ど
こ
で
．
あ
ろ
う
と
、
そ
の
時
月
に
面
し
た
地
域
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
同
じ
月
食
が
生
じ
る
。
　
日
食
と
月
食
と
に
は
こ
の
よ
う
な
差
が
あ
る
。
従
っ
て
、
食
の
AB
゜
地
球
太
陽
月
毒（幾
月
予
報
に
際
し
て
、
食
が
お
こ
る
日
時
を
算
出
で
き
れ
ば
、
月
食
の
場
合
は
、
そ
の
時
間
に
月
が
見
え
る
地
域
（
つ
ま
り
、
そ
の
時
間
が
夜
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）
で
は
必
ず
月
食
が
生
じ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
食
の
場
合
は
、
そ
の
時
間
に
太
陽
が
見
え
る
地
域
（
つ
ま
り
、
そ
の
時
間
が
昼
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
日
食
が
生
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。
日
食
は
地
球
上
の
極
く
限
ら
れ
た
地
域
（
月
の
影
が
落
ち
て
動
い
て
ゆ
く
場
所
）
で
し
か
生
じ
な
い
。
　
太
陽
と
月
の
運
行
が
正
確
に
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
日
食
．
月
食
の
お
こ
る
日
時
は
計
算
で
き
る
ら
し
い
。
恐
ら
く
、
奈
良
時
代
の
陰
陽
寮
で
も
そ
こ
ま
で
は
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
日
食
の
場
合
、
そ
れ
が
生
じ
る
場
所
ま
で
は
計
算
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
38
，
　
「
続
日
本
紀
」
の
日
食
記
事
は
、
実
見
記
録
で
は
な
く
、
予
報
記
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
正
史
に
予
報
記
事
な
ど
載
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
問
題
に
な
る
。
　
「
続
日
本
紀
」
の
編
纂
に
用
い
た
資
料
の
中
に
は
、
あ
る
い
は
具
注
暦
に
記
さ
れ
た
記
録
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
記
録
を
「
続
日
本
紀
」
の
記
事
と
し
て
採
用
す
る
際
に
、
も
し
も
具
注
暦
に
初
め
か
ら
日
食
予
報
が
記
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
一
緒
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
事
柄
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
は
深
く
立
ち
入
ら
ず
、
本
稿
で
は
、
日
食
記
事
と
実
際
に
奈
良
で
生
じ
た
日
食
と
の
「
続
日
本
紀
」
に
お
け
る
分
布
状
態
を
問
題
に
し
た
い
。
　
前
に
掲
げ
た
日
食
の
表
を
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
食
記
事
を
「
続
日
本
紀
」
の
巻
毎
に
見
て
ゆ
く
と
、
巻
三
十
五
と
巻
三
十
⊥ハ
ﾆ
の
間
を
境
と
し
て
、
そ
の
分
布
に
は
著
し
い
差
が
見
ら
れ
る
。
一
般
に
、
　
「
続
日
本
紀
」
の
記
事
は
年
代
が
降
る
程
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
食
記
事
に
関
し
て
は
、
巻
三
十
五
以
前
の
方
が
巻
三
十
六
以
降
よ
り
も
ず
っ
と
記
事
が
多
い
。
巻
三
十
五
以
前
に
は
日
食
記
事
が
、
八
二
年
間
で
六
九
例
あ
る
。
こ
れ
は
一
・
一
九
年
に
一
例
の
割
で
あ
る
。
内
訳
は
、
奈
良
（
ま
た
は
飛
鳥
）
で
生
じ
た
日
食
が
一
九
例
、
そ
う
で
な
い
日
食
が
五
〇
例
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
巻
三
十
六
以
降
は
＝
一
年
間
で
三
例
で
あ
り
、
四
例
に
一
例
の
割
で
し
か
な
い
。
し
か
も
そ
の
三
例
こ
と
ご
と
く
が
奈
良
で
生
じ
た
日
食
で
あ
る
。
　
巻
二
十
一
以
降
に
つ
い
て
、
各
巻
の
巻
首
内
題
下
に
あ
る
撰
者
藤
原
継
縄
の
位
署
書
を
見
る
と
、
巻
三
十
五
以
前
で
は
従
二
位
と
あ
る
の
が
、
巻
三
十
⊥
ハ
以
降
で
は
正
二
位
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
　
「
続
日
本
紀
」
の
日
食
記
事
は
、
巻
三
十
五
以
前
の
部
分
で
は
予
報
記
事
、
巻
三
十
六
以
降
の
部
分
で
は
実
見
記
事
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
記
事
の
差
は
、
　
「
続
日
本
紀
」
の
巻
三
十
五
以
前
と
巻
三
十
六
以
降
と
の
編
纂
方
針
の
相
違
に
由
来
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
四
　
任
官
記
事
と
日
食
記
事
と
い
う
わ
ず
か
に
二
つ
の
事
柄
の
み
か
ら
で
は
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
種
の
記
事
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
「
続
日
本
紀
」
内
部
で
の
記
事
内
容
の
偏
り
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
「
続
日
本
紀
」
の
編
纂
が
巻
二
十
ま
で
、
巻
三
十
四
ま
た
は
巻
三
十
五
ま
で
、
巻
四
十
ま
で
、
と
い
う
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
上
表
文
や
巻
首
内
題
下
の
撰
者
名
・
位
署
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
な
任
官
記
事
や
日
食
記
事
に
類
す
る
も
の
が
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
　
「
続
39
日
本
紀
」
の
編
纂
過
程
と
編
纂
方
針
と
の
関
係
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
注
（
1
）
　
「
類
聚
国
史
」
巻
一
四
七
文
部
下
国
史
（
2
）
　
「
日
本
後
紀
」
、
　
「
類
聚
国
史
」
巻
一
四
七
（
3
）
坂
本
太
郎
氏
「
六
国
史
」
　
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
五
年
　
　
＝
月
）
（
4
）
　
「
其
改
諸
陵
司
為
寮
、
増
員
加
秩
」
　
（
「
続
日
本
紀
」
）
（
5
）
左
兵
衛
督
の
相
当
位
は
従
五
位
上
（
6
）
五
〇
三
ぺ
ー
・
ジ
（
7
）
巻
二
十
、
四
二
九
八
番
歌
の
題
詞
に
「
（
天
平
勝
宝
）
六
　
　
年
正
月
四
日
、
氏
族
人
等
賀
集
干
少
納
言
大
伴
宿
称
家
持
　
　
之
宅
宴
飲
歌
三
首
」
と
あ
り
、
そ
の
左
注
に
「
右
一
首
、
　
　
左
兵
衛
督
大
伴
宿
称
千
室
」
と
あ
る
。
（
8
）
　
「
万
葉
集
」
巻
二
十
、
四
二
九
五
番
歌
以
下
三
首
は
天
平
　
　
勝
宝
五
年
八
月
十
二
日
に
作
ら
れ
た
旨
の
題
詞
が
あ
る
。
　
　
こ
の
第
二
首
目
の
左
注
に
は
「
右
一
首
、
左
中
弁
中
臣
清
　
　
麿
朝
臣
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
臣
清
麻
呂
が
左
中
弁
　
　
に
任
官
す
る
の
は
、
こ
の
翌
年
の
天
平
勝
宝
六
年
七
月
十
　
　
三
日
で
あ
る
。
そ
し
て
天
平
宝
字
元
年
六
月
十
六
日
に
は
　
　
粟
田
奈
勢
麻
呂
が
左
中
弁
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
　
　
こ
の
左
注
は
天
平
勝
宝
六
年
七
月
十
三
日
か
ら
天
平
宝
字
　
　
元
年
六
月
十
⊥
ハ
日
ま
で
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
　
　
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
　
　
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
二
首
後
に
あ
る
「
左
兵
衛
督
」
の
　
　
官
名
も
、
題
詞
の
天
平
勝
宝
六
年
正
月
四
日
現
在
の
も
の
　
　
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
後
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
　
　
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
　
「
左
兵
衛
督
」
と
書
か
れ
た
　
　
の
が
養
老
令
施
行
の
天
平
宝
字
元
年
五
月
二
十
日
以
降
で
　
　
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
と
中
臣
清
麻
呂
が
左
中
弁
で
あ
っ
　
　
た
期
間
と
が
相
重
な
る
の
は
、
天
平
宝
字
元
年
の
五
月
二
　
　
十
日
か
ら
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
9
）
大
国
の
大
縁
で
さ
え
正
七
位
下
（
1
0
）
天
平
宝
字
二
年
八
月
四
日
、
従
五
位
下
笠
真
足
を
伊
勢
介
　
　
に
任
じ
た
記
事
（
巻
二
十
一
）
が
初
出
（
1
1
）
表
の
「
実
際
」
の
欄
に
○
印
を
付
け
た
の
は
飛
鳥
ま
た
は
　
　
奈
良
で
生
じ
た
日
食
、
×
印
を
付
け
た
の
は
地
球
上
の
ど
　
　
こ
に
も
生
じ
な
か
っ
た
も
の
、
無
印
は
飛
鳥
・
奈
良
で
は
　
　
生
じ
な
か
っ
た
が
、
地
球
上
の
ど
こ
か
で
は
生
じ
た
日
食
　
　
で
あ
る
。
ま
た
、
丸
で
囲
ん
だ
数
字
は
閏
月
を
示
す
。
（
獺
理
罷
蕪
し
40
